
 表紙 小松基地空上げ
 2 中小企業相談所コーナー／LOBO調査
 3 8月の雇用情報
  ISICOコーナー
 6 緊急景気見通し調査報告（抜粋）
 8 会議所の動き
 13 華つうしん
 14 会員事業所紹介  トータルビューティームーン

Ｃontents － 今月の主な内容 －

小松商工会議所

Monthly  Review
2018

No.656

会報
11

Kom
atsu Chamber of Commerce & Industry

新たなご当地グルメが誕生!!新たなご当地グルメが誕生!!

小松商工会議所も全力応援中!小松商工会議所も全力応援中!
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3 小松商工会議所［2018.11］

経営相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

相談場所 ● 小松商工会議所 ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

【経営】
・経営について専門家の意見を聞
きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。
【IT】
・インターネットで企業PRしたい。
【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。
【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

金 融 情 報
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「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査
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全産業合計
の業況DI値

月の

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内
金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.4％

1.3％

170万人

（前月2.5％）

（4～6月期）

（前月172万人）

1.63倍

1.99倍

1.63倍

（前月1.63倍）

（前月1.95倍）［原数値]

（前月1.57倍）[原数値]

2.03倍 2.39倍 1.73倍 2.32倍 1.70倍

▲16.0
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予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談

予約制

予約制

予約制

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

記帳・税務
相談

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。
日時　11月5日（月）10：00～16：00
専門家　河南恵美税理士

小松法律相談センター事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時  10月4日、11日、18日、25日
　（毎週木曜日）13：00～15：30

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。

（金沢弁護士会）

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50 0≦DI＜25 ▲25≦DI＜0 DI＜▲25

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を
表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答
の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前年同月比
全 国全 国 北陸・信越 北陸・信越
先行見通し

 ▲7.6 0 ▲10.5 ▲17.9

 ▲9.6 0 ▲7.4 ▲9.3

 ▲17.8 ▲21.1 ▲12.2 ▲5.3

 ▲31.4 ▲24.2 ▲27.9 ▲24.2

 ▲13.9 ▲9.3 ▲15.4 ▲11.6
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期間：2018年9月11日～19日　対象：全国の423商工会議所が3,742企業にヒアリング

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

雇用情報／INFORMATION 経営相談窓口／景況天気予報

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

今月の利率
（平成30年10月11日現在）

平成30年度（9月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 14　件

4,815万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.11％
　・期間　10年（運転7年）
■小口事業資金（追認小口） 0　件

0万円

0　件

0万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）
■小口零細（創業者分含） 2　件

375万円

0　件
0万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.7％
　・期間　7年（運転5年）
■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

0　件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

0　件

0万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

5　件

6,046万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分

零　細　分

いしかわ食のてんこもりフェスタいしかわ食のてんこもりフェスタ

　11月4日（日）、いしかわ四高記念公園にて「いしかわ食の
てんこもりフェスタ」が開催されます。
　南加賀の３市１町から｢小松うどん｣や｢小松名物塩焼きそば｣
「こまつピザ」｢加賀のかがやき 鴨だしうどん｣｢かわきた味噌
豚どん｣「ひゃくまん穀ごはんば～が」が出店の他、｢能登丼｣
｢ミルク王国ウチナダ｣など県内の地域グルメが出店。当日は
「南加賀地域グルメ」を召し上がった方限定の『Ｗチャンス！』と
して「グルメな器プレゼントキャンペーン応募」や特産品などが
当たる「スピードくじ」を実施します！
　また、しいのき緑地では「百万石まちなかめぐり  もみじ
2018」も開催されます。この機会に是非、2つのイベントを
回遊して、芸術の秋・食欲の秋を満喫ください。

南加賀地域グルメ協議会（南加賀商工観光推進協議会）

日時：11月4日（日） 10時～16時
場所：いしかわ四高記念公園

南加賀地域グルメが出店!

ISICO石川県産業創出支援機構

承継準備への意識はあるけれど、なかなか取り組みがうまくいかないといった方に、承継の実体験談を
通して、これから行動をおこすきっかけとしていただければと思います。

■日　時 平成30年11月7日（水）14時00分～ 17時00分
■場　所 金沢流通会館　金沢問屋センター　４F研修室

（金沢市問屋町2丁目61番地）
■定　員 50名（先着順）

詳細・お申込みは下記ＵＲＬをご確認ください。
　https://www.isico.or.jp/event/dgnet/d31130702.html

お問い合わせ （公財）石川県産業創出支援機構　経営支援部　経営支援課
 TEL:076-267-1244  E-mail:syoukei@isico.or.jp

私の事業承継 ～こうして私は引き渡した～
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悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談

予約制

予約制

予約制

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

記帳・税務
相談

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。
日時　11月5日（月）10：00～16：00
専門家　河南恵美税理士

小松法律相談センター事業に
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・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時  10月4日、11日、18日、25日
　（毎週木曜日）13：00～15：30
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小松法律相談センターにてご予約ください。
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表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答
の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
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　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

5　件

6,046万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分

零　細　分

いしかわ食のてんこもりフェスタいしかわ食のてんこもりフェスタ

　11月4日（日）、いしかわ四高記念公園にて「いしかわ食の
てんこもりフェスタ」が開催されます。
　南加賀の３市１町から｢小松うどん｣や｢小松名物塩焼きそば｣
「こまつピザ」｢加賀のかがやき 鴨だしうどん｣｢かわきた味噌
豚どん｣「ひゃくまん穀ごはんば～が」が出店の他、｢能登丼｣
｢ミルク王国ウチナダ｣など県内の地域グルメが出店。当日は
「南加賀地域グルメ」を召し上がった方限定の『Ｗチャンス！』と
して「グルメな器プレゼントキャンペーン応募」や特産品などが
当たる「スピードくじ」を実施します！
　また、しいのき緑地では「百万石まちなかめぐり  もみじ
2018」も開催されます。この機会に是非、2つのイベントを
回遊して、芸術の秋・食欲の秋を満喫ください。

南加賀地域グルメ協議会（南加賀商工観光推進協議会）

日時：11月4日（日） 10時～16時
場所：いしかわ四高記念公園

南加賀地域グルメが出店!

ISICO石川県産業創出支援機構

承継準備への意識はあるけれど、なかなか取り組みがうまくいかないといった方に、承継の実体験談を
通して、これから行動をおこすきっかけとしていただければと思います。

■日　時 平成30年11月7日（水）14時00分～ 17時00分
■場　所 金沢流通会館　金沢問屋センター　４F研修室

（金沢市問屋町2丁目61番地）
■定　員 50名（先着順）

詳細・お申込みは下記ＵＲＬをご確認ください。
　https://www.isico.or.jp/event/dgnet/d31130702.html

お問い合わせ （公財）石川県産業創出支援機構　経営支援部　経営支援課
 TEL:076-267-1244  E-mail:syoukei@isico.or.jp

私の事業承継 ～こうして私は引き渡した～



石川労働局からのお知らせ

石川県最低賃金
改正のお知らせ

石川県最低賃金は、パートタイマー・アルバイト等雇用形態を問わず、
石川県内で働くすべての労働者に適用されます。
使用者は、これより低い賃金で労働者を使用することはできません。
なお、産業によっては、これより金額の高い特定（産業別）最低賃金
が適用されますので、ご注意ください。

また、石川労働局のホームページ
http://ishikawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/もご覧ください。

時間額　806円
（改正発効日  平成30年10月1日）

詳細は詳細は 石川労働局  ☎076-265-4425
又は最寄りの労働基準監督署
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Hifリゾート株式会社

小松市ごみ分別についてのお願い
小松市では、外国人・集合住宅居住者の「ごみトラブル」が発生しており、市民及び町内会より多くの声が寄せられています。

①外国人を雇用されている事業者、外国人の住居
を管理されている方へ

　　ごみの分別を理解して頂くため、外国語（英語、ポ
ルトガル語、中国語、ベトナム語）での「ごみ出しカレ
ンダー」「分け方出し方の手引き」（ポルトガル語の
み）、指定袋制に関する「啓発チラシ」をご用意してお
ります。

 
②アパートや集合住宅等を管理されている方へ
　集合住宅の居住者にごみの分別を理解して頂くた
め、小松市のごみ分別をわかりやすく明記した「入
居者向けチラシ」（左図参照）を作成しました。契約
時やアパートに備え付けて頂くなどし、ごみの分別
について周知徹底にご協力をお願いいたします。

問い合わせ 小松市役所エコロジー推進課 ☎ 0761-24-8069　ＦＡＸ 0761-23-6404
メール：ecology-promotion@city.komatsu.lg.jp

ひとが集まり業績が向上する職場づくりセミナー説明会のご案内
―人手不足・時間削減などの問題解決のためのヒント集―

　来年4月に働き方改革を推進するための関係法律が施行され、働くことの見直しは、国を挙げて取り組むべき社会的
な課題となります。人手不足、時間削減、それにともなう管理職のスキルなど、働き方を見直すことは、もはや経営
課題という位置づけです。今回、本格的なセミナーを開催する前の段階として、説明会を実施します。通常、約1年は
必要とされる「働き方の見直し」について今からでも遅くはありません、考える機会としていただければ幸いです。

【日時・場所】
第１回・説明会
平成30年11月22日（木） 13時30分～15時30分
小松市役所701会議室
第２回・説明会
平成30年12月3日（月） 13時30分～15時30分
小松市役所701会議室
※両日とも同じ内容です。ご都合の良い日に参加してください。

【内　容】
●働き方改革が必要とされている概要と背景
●社内で起こりうる５つの課題
●働き方改革に取り組まないとどうなるか　など

【講　師】 NPO法人ワークライフバランス北陸 専務理事　受川　寛
【定　員】 40名程度（締切：開催日の3日前までにお申込ください。）
【参加費】 無料
【申込先】 NPO法人ワークライフバランス北陸　

申込方法：メールまたはFAX　
メール：wlb.hokuriku@gmail.com  FAX：076-256-1938

【その他】 本説明会の後、来年１月と２月にもセミナー（実践編）の開
催を予定しています。

【主　催】 NPO法人ワークライフバランス北陸
【後　援】 小松市
◎この説明会は「こまつワーク・ライフ・バランスネットワーク事業補助金交付
要綱」に基づき実施されるものです。



石川労働局からのお知らせ

石川県最低賃金
改正のお知らせ

石川県最低賃金は、パートタイマー・アルバイト等雇用形態を問わず、
石川県内で働くすべての労働者に適用されます。
使用者は、これより低い賃金で労働者を使用することはできません。
なお、産業によっては、これより金額の高い特定（産業別）最低賃金
が適用されますので、ご注意ください。

また、石川労働局のホームページ
http://ishikawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/もご覧ください。

時間額　806円
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小松市ごみ分別についてのお願い
小松市では、外国人・集合住宅居住者の「ごみトラブル」が発生しており、市民及び町内会より多くの声が寄せられています。

①外国人を雇用されている事業者、外国人の住居
を管理されている方へ

　　ごみの分別を理解して頂くため、外国語（英語、ポ
ルトガル語、中国語、ベトナム語）での「ごみ出しカレ
ンダー」「分け方出し方の手引き」（ポルトガル語の
み）、指定袋制に関する「啓発チラシ」をご用意してお
ります。

 
②アパートや集合住宅等を管理されている方へ
　集合住宅の居住者にごみの分別を理解して頂くた
め、小松市のごみ分別をわかりやすく明記した「入
居者向けチラシ」（左図参照）を作成しました。契約
時やアパートに備え付けて頂くなどし、ごみの分別
について周知徹底にご協力をお願いいたします。

問い合わせ 小松市役所エコロジー推進課 ☎ 0761-24-8069　ＦＡＸ 0761-23-6404
メール：ecology-promotion@city.komatsu.lg.jp

ひとが集まり業績が向上する職場づくりセミナー説明会のご案内
―人手不足・時間削減などの問題解決のためのヒント集―

　来年4月に働き方改革を推進するための関係法律が施行され、働くことの見直しは、国を挙げて取り組むべき社会的
な課題となります。人手不足、時間削減、それにともなう管理職のスキルなど、働き方を見直すことは、もはや経営
課題という位置づけです。今回、本格的なセミナーを開催する前の段階として、説明会を実施します。通常、約1年は
必要とされる「働き方の見直し」について今からでも遅くはありません、考える機会としていただければ幸いです。

【日時・場所】
第１回・説明会
平成30年11月22日（木） 13時30分～15時30分
小松市役所701会議室
第２回・説明会
平成30年12月3日（月） 13時30分～15時30分
小松市役所701会議室
※両日とも同じ内容です。ご都合の良い日に参加してください。

【内　容】
●働き方改革が必要とされている概要と背景
●社内で起こりうる５つの課題
●働き方改革に取り組まないとどうなるか　など

【講　師】 NPO法人ワークライフバランス北陸 専務理事　受川　寛
【定　員】 40名程度（締切：開催日の3日前までにお申込ください。）
【参加費】 無料
【申込先】 NPO法人ワークライフバランス北陸　

申込方法：メールまたはFAX　
メール：wlb.hokuriku@gmail.com  FAX：076-256-1938

【その他】 本説明会の後、来年１月と２月にもセミナー（実践編）の開
催を予定しています。

【主　催】 NPO法人ワークライフバランス北陸
【後　援】 小松市
◎この説明会は「こまつワーク・ライフ・バランスネットワーク事業補助金交付
要綱」に基づき実施されるものです。
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景気見通し
調査報告

【調査対象】
小松商工会議所
議員・評議員企業 .......212社
回答件数...................81企業

（回収率 38.2％）

■1．景況感
　製造業については、鉄工･機械では前
期33.3ポイントだったが、今期は21.4
ポイントとやや悪化、来期は28.6ポイン
トと回復の見通しを示している。繊維に
おいては前期が10.0ポイントであった
が、今期は11.1ポイントと回復傾向と
なったが、来期は▲33.3ポイントと悪化
傾向を示している。その他製造業にお
いては、前期0.0ポイントから今期は▲
27.3ポイントと悪化となり、来期はやや
回復の見込みであることが伺える。
　非製造業については、建設業が前期
11.1ポイントから今期16.7ポイントとや
や回復傾向であるが、来期は0.0ポイン
トと悪化予測が伺える。小売については
今期▲50.0ポイントと前期より大きく悪
化傾向であり、引き続き来期は悪化の
現状維持の見通し、卸売は前期よりやや
悪化傾向となっているが、来期は回復の
見込み、サービス業は10.0ポイントと
回復傾向となったが、来期はやや悪化
の見込みであり、まだ総じて依然厳しい
状況が続いていることが伺える。

【主要な表現について】
業況判断…調査対象企業が自らの業績に下した判断
Ｄ Ｉ 値…Ｄ．Ｉ（ディフュージョン・インデックス）とは企

業の景況感を示す指数
　　　　　「好転」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値

（無回答を除く）
前　　期…平成30年度第1四半期（平成30年4月～6月）
今　　期…平成30年度第2四半期（平成30年7月～9月、

但し9月は見込み）
来　　期…平成30年度第3四半期（平成30年10月～12月）

※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場
合は今期より来期の方が上昇するという予測）

年代別の推移

小松

鉄工・
機械
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繊維 11.1％

その他の
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製
造
業

非
製
造
業

■2．売上高

■3．売上単価

■4．資金繰り

■5．採算性（経常利益）

景
況
感〈
全
産
業
〉

売
上
高〈
全
産
業
〉

景
況
感〈
製
造
業
〉

景
況
感〈
非
製
造
業
〉

売
上
単
価〈
全
産
業
〉

資
金
繰
り〈
全
産
業
〉

採
算
性（
経
常
利
益
）〈
全
産
業
〉

小松商工会議所 検 索

※詳細については、本所HPまたは、
　中小企業相談所までお問い合せください。

緊急

　　　業　　種
鉄工・機械
繊維
その他製造
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　　　合　　計

鉄工・機械
繊維
その他製造
　　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　　 非製造計
　  全　　体
　  改善予測
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H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H30

75.0

50.0

25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0

鉄工・機械
繊維
その他製造
県製造

（DI値）

50.0

25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0

-100.0

前期 今期 来期
 33.3 21.4 28.6
 10.0 11.1 ▲33.3
 0.0 ▲27.3 ▲18.2
 15.8 2.9 ▲2.9
 11.1 16.7 0.0
 ▲14.3 ▲50.0 ▲50.0
 ▲11.1 ▲16.7 33.3
 ▲31.8 10.0 ▲5.0
 ▲12.5 6.5 0.0
 ▲1.1 5.0 ▲1.3
 2.2 ▲6.3 ―

サービス業
県非製造

建設
小売業
卸売業

（単位：DI）

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業

 前期 今期 来期
 13.3 14.3 50.0
 20.0 33.3 0.0
 7.7 ▲9.1 ▲18.2
 13.2 11.8 14.7
 ▲5.6 22.2 ▲5.6
 0.0 ▲50.0 ▲50.0
 11.1 33.3 83.3
 ▲31.8 10.0 15.0
 ▲12.5 15.2 13.0
 ▲2.1 13.8 13.8

（単位：DI）

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業

 前期 今期 来期
 6.7 21.4 7.1
 20.0 22.2 22.2
 ▲7.7 ▲18.2 ▲18.2
 5.3 8.8 2.9
 16.7 0.0 ▲5.9
 ▲14.3 ▲50.0 0.0
 ▲11.1 16.7 66.7
 0.0 0.0 ▲5.0
 1.8 0.0 4.4
 3.2 3.8 3.8

（単位：DI）

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業

 前期 今期 来期
 26.7 21.4 14.3
 ▲10.0 0.0 0.0
 ▲7.7 ▲18.2 ▲18.2
 5.3 2.9 0.0
 11.1 5.3 ▲5.6
 0.0 ▲50.0 ▲50.0
 0.0 0.0 0.0
 ▲4.5 5.0 ▲15.0
 1.8 2.1 ▲10.9
 3.2 2.5 ▲6.3

（単位：DI）

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業

 前期 今期 来期
 6.7 ▲14.3 21.4
 ▲20.0 ▲22.2 11.1
 ▲23.1 ▲18.2 ▲9.1
 ▲10.5 ▲17.6 8.8
 ▲5.6 0.0 0.0
 ▲42.9 ▲50.0 ▲50.0
 0.0 ▲16.7 16.7
 ▲27.3 ▲5.0 ▲20.0
 ▲17.9 ▲6.4 ▲8.7
 ▲14.9 ▲11.1 ▲1.3
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景気見通し
調査報告

【調査対象】
小松商工会議所
議員・評議員企業 .......212社
回答件数...................81企業

（回収率 38.2％）

■1．景況感
　製造業については、鉄工･機械では前
期33.3ポイントだったが、今期は21.4
ポイントとやや悪化、来期は28.6ポイン
トと回復の見通しを示している。繊維に
おいては前期が10.0ポイントであった
が、今期は11.1ポイントと回復傾向と
なったが、来期は▲33.3ポイントと悪化
傾向を示している。その他製造業にお
いては、前期0.0ポイントから今期は▲
27.3ポイントと悪化となり、来期はやや
回復の見込みであることが伺える。
　非製造業については、建設業が前期
11.1ポイントから今期16.7ポイントとや
や回復傾向であるが、来期は0.0ポイン
トと悪化予測が伺える。小売については
今期▲50.0ポイントと前期より大きく悪
化傾向であり、引き続き来期は悪化の
現状維持の見通し、卸売は前期よりやや
悪化傾向となっているが、来期は回復の
見込み、サービス業は10.0ポイントと
回復傾向となったが、来期はやや悪化
の見込みであり、まだ総じて依然厳しい
状況が続いていることが伺える。

【主要な表現について】
業況判断…調査対象企業が自らの業績に下した判断
Ｄ Ｉ 値…Ｄ．Ｉ（ディフュージョン・インデックス）とは企

業の景況感を示す指数
　　　　　「好転」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値

（無回答を除く）
前　　期…平成30年度第1四半期（平成30年4月～6月）
今　　期…平成30年度第2四半期（平成30年7月～9月、

但し9月は見込み）
来　　期…平成30年度第3四半期（平成30年10月～12月）

※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場
合は今期より来期の方が上昇するという予測）

年代別の推移

小松

鉄工・
機械
17.3％

繊維 11.1％

その他の
製造
13.6%建設業

23.5％
小売業
2.5％

卸売業
7.4％

サービス業
24.6％

製
造
業

非
製
造
業

■2．売上高

■3．売上単価

■4．資金繰り

■5．採算性（経常利益）

景
況
感〈
全
産
業
〉

売
上
高〈
全
産
業
〉

景
況
感〈
製
造
業
〉

景
況
感〈
非
製
造
業
〉

売
上
単
価〈
全
産
業
〉

資
金
繰
り〈
全
産
業
〉

採
算
性（
経
常
利
益
）〈
全
産
業
〉

小松商工会議所 検 索

※詳細については、本所HPまたは、
　中小企業相談所までお問い合せください。

緊急

　　　業　　種
鉄工・機械
繊維
その他製造
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　　　合　　計

鉄工・機械
繊維
その他製造
　　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　　 非製造計
　  全　　体
　  改善予測

小松
14
9
11
19
2
6
20
81 （単位：DI）

-75.0
（DI値）

-50.0

-25.0

0.0

25.0

50.0
製造業
非製造業
全産業
県全体

50.0

25.0

0.0

-25.0

-50.0
（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

製造業
非製造業
全産業
県全体

製造業
非製造業
全産業
県全体

製造業
非製造業
全産業
県全体

25.0

0.0

-25.0

-50.0
（DI値）

25.0

0.0

-25.0

-50.0
（DI値）

25.0

0.0

-25.0

-50.0
（DI値）

（DI値）

12月 3月 6月 9月 12月 3月 12月9月 3月6月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H30

12月 3月 6月 9月 12月 3月 12月9月 3月6月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H30

12月 3月 6月 9月 12月 3月 12月9月 3月6月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H30

12月 3月 6月 9月 12月 3月 12月9月 3月6月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H30

12月 3月 6月 9月 12月 3月 12月9月 3月6月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H30

12月 3月 6月 9月 12月 3月 12月9月 3月6月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H30

12月 3月 6月 9月 12月 3月 12月9月 3月6月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H30

75.0

50.0

25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0

鉄工・機械
繊維
その他製造
県製造

（DI値）

50.0

25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0

-100.0

前期 今期 来期
 33.3 21.4 28.6
 10.0 11.1 ▲33.3
 0.0 ▲27.3 ▲18.2
 15.8 2.9 ▲2.9
 11.1 16.7 0.0
 ▲14.3 ▲50.0 ▲50.0
 ▲11.1 ▲16.7 33.3
 ▲31.8 10.0 ▲5.0
 ▲12.5 6.5 0.0
 ▲1.1 5.0 ▲1.3
 2.2 ▲6.3 ―

サービス業
県非製造

建設
小売業
卸売業

（単位：DI）

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業

 前期 今期 来期
 13.3 14.3 50.0
 20.0 33.3 0.0
 7.7 ▲9.1 ▲18.2
 13.2 11.8 14.7
 ▲5.6 22.2 ▲5.6
 0.0 ▲50.0 ▲50.0
 11.1 33.3 83.3
 ▲31.8 10.0 15.0
 ▲12.5 15.2 13.0
 ▲2.1 13.8 13.8

（単位：DI）

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業

 前期 今期 来期
 6.7 21.4 7.1
 20.0 22.2 22.2
 ▲7.7 ▲18.2 ▲18.2
 5.3 8.8 2.9
 16.7 0.0 ▲5.9
 ▲14.3 ▲50.0 0.0
 ▲11.1 16.7 66.7
 0.0 0.0 ▲5.0
 1.8 0.0 4.4
 3.2 3.8 3.8

（単位：DI）

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業

 前期 今期 来期
 26.7 21.4 14.3
 ▲10.0 0.0 0.0
 ▲7.7 ▲18.2 ▲18.2
 5.3 2.9 0.0
 11.1 5.3 ▲5.6
 0.0 ▲50.0 ▲50.0
 0.0 0.0 0.0
 ▲4.5 5.0 ▲15.0
 1.8 2.1 ▲10.9
 3.2 2.5 ▲6.3

（単位：DI）

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業

 前期 今期 来期
 6.7 ▲14.3 21.4
 ▲20.0 ▲22.2 11.1
 ▲23.1 ▲18.2 ▲9.1
 ▲10.5 ▲17.6 8.8
 ▲5.6 0.0 0.0
 ▲42.9 ▲50.0 ▲50.0
 0.0 ▲16.7 16.7
 ▲27.3 ▲5.0 ▲20.0
 ▲17.9 ▲6.4 ▲8.7
 ▲14.9 ▲11.1 ▲1.3
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9/249/24青年部

Y
E
G 

こ
ま
つ
乗
り
も
の
動
物
園
に
参
加

　
小
松
Y
E
G（
会
長
　
前
口
　
剛
）で
は
9
月
24
日
に
小

松
ド
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
た「
こ
ま
つ
乗
り
も
の
動
物
園
」

に
出
展
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
小
松
市
が
取
り
組
む
乗
り
も
の
の
ま
ち
小
松

の
市
内
外
へ
の
発
信
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
り
、
小
松
Y
E
G

で
は
子
ど
も
自
動
車
整
備
体
験
を
実
施
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
普

段
乗
っ
て
い
る
車
が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
動
く
か
、
ま
た
点
検

時
の
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
や
確
認
方
法
を
子
供
達
に
説
明
し
、
整

備
服
に
着
替
え
た
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
体
験
に
取
り
組
ん
で

い
た
。

　
ま
た
小
松
Y
E
G
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
小
松
ト
マ
ト
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
小
松
産
石
材
で

製
造
し
た
石
窯
で
焼
き
上
げ
る
「
こ
ま
つ
ピ
ザ
」
を
出
展
し
た
。

石
窯
に
目
を
見
張
る
来
場
客
も
多
く
、
こ
ま
つ
ピ
ザ
は
好
評
で

売
れ
行
き
も
好
調
だ
っ
た
。

自動車整備体験の様子こまつピザ開店前

9/289/28

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
会
頭
会
議

　
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
・
会
頭
会
議
が
長
野

県
松
本
市
で
開
催
さ
れ
、
長
野
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
県

内
の
49
商
工
会
議
所
の
会
頭
・
専
務
理
事
の
他
、
来
賓
と

し
て
日
本
商
工
会
議
所
・
三
村
会
頭
、
石
田
専
務
理
事
等
、

総
勢
１
０
６
名
が
出
席
し
た
。

　
当
所
か
ら
は
、
西
会
頭
と
坂
井
専
務
理
事
が
出
席
し
た
。
今

年
度
、
石
川
県
か
ら
は
、
当
所
西
会
頭
と
七
尾
商
工
会
議
所
の

大
林
会
頭
が
意
見
要
望
と
し
て
発
言
し
、
西
会
頭
か
ら「
北
陸
新

幹
線
と
小
松
空
港
の
共
存
共
栄
に
つ
い
て
」日
本
商
工
会
議
所
へ

要
望
し
た
。

　
又
、
今
回
、
石
川
県
商
工
会
議
所
連
合
会
・
会
頭
が
欠
席
で

あ
っ
た
為
、
石
川
県
連
副
会
頭
の
立
場
で
西
会
頭
が
各
会
議
所

の
要
望
に
対
し
て
所
感
も
述
べ
た
。

　
日
本
商
工
会
議
所
で
は
、
今
回
提
出
さ
れ
た
意
見
要
望
を
踏

ま
え
、
今
後
、
国
へ
の
要
望
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

北陸信越ブロック商工会議所会頭会議

意見要望する西会頭会議の様子

9/279/27商業・まちづくり委員会

木
場
潟
周
辺
の
整
備
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

　
商
業
・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
　
嵐
良
隆
）は
、「
木
場

潟
周
辺
の
整
備
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
」と
題
し
、
ゲ
ス

ト
に
小
松
市
都
市
創
造
部
緑
花
公
園
セ
ン
タ
ー
参
事
の
清
水
浩

氏
を
招
き
、
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
ま
ず
市
に
あ
る
83
の
公
園
と
緑
地
の
安
心
･
安
全
･
快
適
な
公
園
づ

く
り
の
整
備
計
画
及
び
長
寿
化
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
聞
い
た
。
市
で

は
3
0
年
を
超
え
る
公
園
が
多
く
、
適
切
な
維
持
管
理
が
必
要
と
な

る
た
め
、
耐
用
年
数
を
待
つ
の
で
は
な
く
順
次
補
修
を
し
、
予
防
保
全

型
管
理
を
し
て
い
る
他
、
災
害
時
の
避
難
施
設
と
な
る
よ
う
防
犯
対
策

も
行
っ
て
い
る
。
公
園
だ
け
で
な
く
市
全
体
で
行
っ
て
い
る
2
0
2
0

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
フ
ロ
ー
ラ
ル
こ
ま
つ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
説
明
が
あ
っ
た
。

　
木
場
潟
で
は
2
0
2
3
年
度
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
、
景
観
、
レ

ジ
ャ
ー
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
加
え「
文
化
・
里
山
交
流
」と
い
う
新
た
な
テ

ー
マ
を
持
つ
東
園
地
を
整
備
す
る
こ
と
で
、〝
水
郷
と
里
山
の
魅
力
を
活

か
し
た
都
市
公
園
〞を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
さ
ら
な
る
利
用
客
増
を
目

指
し
、
南
加
賀
地
域
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

説明する清水参事委員会の様子

9/59/5

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
地
域
経
済
分
析

　
去
る
９
月
５
日
、
本
所
で
は
日
本
商
工
会
議
所
地
域
振

興
部
副
主
査
の
水
島
健
蔵
氏
を
迎
え
、
小
規
模
企
業
振

興
委
員
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
、
12
名
が
参
加
し
た
。

　
連
絡
会
で
は
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
小
松
市
の
地
域

経
済
分
析
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、
日
本
商
工
会
議
所
が
行
う「
地

域
診
断
サ
ー
ビ
ス
」を
利
用
し
て
、
地
域
の
強
み
・
弱
み
の「
見
え

る
化
」を
す
る
こ
と
に
よ
る
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
商
工
会

議
所
の
取
り
組
み
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

　
小
松
市
の
強
み
は「
第
２
次
産
業
や
水
産
業
な
ど
豊
富
な
地
域

資
源
」「
高
い
労
働
参
加
率
」、
弱
み
は「
人
口
減
少
」「
低
い
消
費

喚
起
力
」と
分
析
結
果
が
で
て
お
り
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

は
、
地
域
を
特
徴
づ
け
る
産
業
を
絡
め
た
観
光
産
業
の
育
成
を

図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
解
説
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
業
界
の
景
況
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

小規模振興委員連絡会

説明する水島氏連絡会の様子

10/910/9

２
０
１
９
年
度
年
度
石
川
県・小
松
市
施
策
に
対
す
る

要
望
事
項
を
審
議

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
　
堀
伸
市
）は
会
議

を
開
催
し
、
２
０
１
９
年
度
年
度
石
川
県
・
小
松
市
施
策

に
対
す
る
要
望
事
項
に
つ
い
て
協
議
・
審
議
し
た

　
堀
委
員
長
の
挨
拶
後
、
早
速
協
議
に
入
り
、
事
務
局
が
各
委

員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望（
６
委
員
会
よ
り
11
項
目
が
提
出
）

を
説
明
し
た
。
出
席
し
た
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
協
議
・
審
議

し
、
要
望
事
項
は
常
議
員
会（
10
月
23
日（
火
）開
催
）に
上
程
さ

れ
た
。

　
終
わ
り
に
、
岡
田
副
会
頭
が
挨
拶
し
、
委
員
会
を
閉
会
し
た
。

総務企画委員会 10/410/4珠算連盟

そ
ろ
ば
ん
を
通
じ
た
学
力
向
上
に
向
け
て

　
小
松
珠
算
連
盟
は
、
小
松
市
教
育
長
を
訪
問
し
、
本
年
度
も
市
内
小
学
校
3
・

4
年
生
を
対
象
に
実
施
す
る「
そ
ろ
ば
ん
講
師
派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」の
積
極

的
な
利
用
を
依
頼
し
た
。

　
同
連
盟
の
近
藤
啓
史
理
事
長
、
北
豊
彰
理
事
が
、
小

松
市
教
育
委
員
会
の
石
黑
和
彦
教
育
長
を
訪
問
し
、
小

学
校
校
長
会
を
通
じ
て
同
事
業
の
周
知
と
、
積
極
的
な

申
し
込
み
を
依
頼
し
た
。
同
事
業
は
平
成
15
年
度
よ
り
、

小
松
珠
算
連
盟
会
員
の
協
力
の
も
と
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
、
昨
年
度
は
、
23
校
の
小
学
校
で
実
施
し
た
。

　
合
わ
せ
て
、
そ
ろ
ば
ん
の
普
及
促
進
と
児
童
の
学
力
向

上
に
向
け
、
同
連
盟
が
無
償
で
小
学
3
年
生
に
配
布
し
て

い
る「
た
の
し
い
そ
ろ
ば
ん
」の
提
供
に
つ
い
て
も
紹
介
し
、

地
域
の
教
育
の
中
で
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
話
し
た
。

堀委員長の挨拶要望事項を審議する委員 石黑和彦教育長への依頼

10/2～410/2～4

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

創
立
50
周
年
記
念
式
典・第
50
回
岩
手
総
会
へ
参
加

　
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
第

50
回
岩
手
総
会
が
、
10
月
3
日（
水
）岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
さ

れ
、全
国
3
0
8
女
性
会
、1
4
5
1
名
が
全
国
よ
り
参
加
し
た
。

当
会
か
ら
は
５
名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
藤
沢
薫
全
商
女
性
連
会
長
が
挨
拶
し
、「
地
域
の
女
性
リ

ー
ダ
ー
役
と
し
て
、
各
地
域
の
女
性
活
躍
を
牽
引
す
る
と
と
も
に
、一人
一

人
が
輝
く
女
性
経
営
者
団
体
と
し
て
、
さ
ら
な
る
活
動
を
展
開
し
て
い
こ

う
」と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　
続
い
て
日
本
商
工
会
議
所
三
村
明
夫
会
頭
は「
成
長
す
る
経
済
の
実
現

に
は
、
民
間
が
主
体
と
な
っ
て
、
働
き
方
改
革
、
生
産
性
向
上
、
多
様
な

人
材
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
経
済
の
好
循
環
を
も
た
ら
し
、
日
本
経
済
再

生
と
地
方
創
生
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
必
要
。
女
性
の
柔
軟
か
つ
、
大
胆

な
発
想
と
実
行
力
が
重
要
な
鍵
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
今
後
も
、

各
地
域
の
活
性
化
を
け
ん
引
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
女
性
会
の
活
躍
に
期

待
を
寄
せ
た
。

　
そ
の
後
、
㈱
モ
ス
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
　
代
表
取
締
役
会
長
の
櫻
田
厚
氏

に
よ
る
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

女性会

藤沢薫全商女性連会長挨拶岩手総会会場の盛岡市民文化ホールにて

9/289/28空港・都市政策委員会

石
川
県
に
お
け
る
人
材
確
保
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
空
港
・
都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
　
今
出
真
稔
）11
名

は
、
去
る
9
月
28
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
い
し
か
わ
就

職
・
定
住
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
金
沢
市
）に
訪
問
、

セ
ン
タ
ー
長
の
清
水
克
弥
氏
か
ら
石
川
県
の
取
組
み
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
石
川
県
で
は
、
県
内
移
住
希
望
者
や
、
県
内
就
職
を
希
望
す

る
方
に
対
し
、
移
住
相
談
か
ら
県
内
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
就

職
ま
で
を
一
体
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
関
、Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
を
設
置
し

て
お
り
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ

ー
内
を
視
察
し
、
委
員
一
同
見
識
理
解
を
深
め
た
。

　
参
加
し
た
委
員
か
ら
は
「
中
小
企
業
の
経
営
資
源
で
あ
る
人

材
確
保
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
見
識
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

企
業
で
は
、
人
手
不
足
の
状
況
は
続
い
て
お
り
、
県
内
外
か
ら

優
秀
な
人
材
が
来
て
欲
し
い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

説明する清水センター長説明を聞く委員一同



会議所の動き

9 小松商工会議所［2018.11］ 8

会議所の動き

9/249/24青年部

Y
E
G 

こ
ま
つ
乗
り
も
の
動
物
園
に
参
加

　
小
松
Y
E
G（
会
長
　
前
口
　
剛
）で
は
9
月
24
日
に
小

松
ド
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
た「
こ
ま
つ
乗
り
も
の
動
物
園
」

に
出
展
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
小
松
市
が
取
り
組
む
乗
り
も
の
の
ま
ち
小
松

の
市
内
外
へ
の
発
信
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
り
、
小
松
Y
E
G

で
は
子
ど
も
自
動
車
整
備
体
験
を
実
施
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
普

段
乗
っ
て
い
る
車
が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
動
く
か
、
ま
た
点
検

時
の
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
や
確
認
方
法
を
子
供
達
に
説
明
し
、
整

備
服
に
着
替
え
た
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
体
験
に
取
り
組
ん
で

い
た
。

　
ま
た
小
松
Y
E
G
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
小
松
ト
マ
ト
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
小
松
産
石
材
で

製
造
し
た
石
窯
で
焼
き
上
げ
る
「
こ
ま
つ
ピ
ザ
」
を
出
展
し
た
。

石
窯
に
目
を
見
張
る
来
場
客
も
多
く
、
こ
ま
つ
ピ
ザ
は
好
評
で

売
れ
行
き
も
好
調
だ
っ
た
。

自動車整備体験の様子こまつピザ開店前

9/289/28

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
会
頭
会
議

　
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
・
会
頭
会
議
が
長
野

県
松
本
市
で
開
催
さ
れ
、
長
野
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
県

内
の
49
商
工
会
議
所
の
会
頭
・
専
務
理
事
の
他
、
来
賓
と

し
て
日
本
商
工
会
議
所
・
三
村
会
頭
、
石
田
専
務
理
事
等
、

総
勢
１
０
６
名
が
出
席
し
た
。

　
当
所
か
ら
は
、
西
会
頭
と
坂
井
専
務
理
事
が
出
席
し
た
。
今

年
度
、
石
川
県
か
ら
は
、
当
所
西
会
頭
と
七
尾
商
工
会
議
所
の

大
林
会
頭
が
意
見
要
望
と
し
て
発
言
し
、
西
会
頭
か
ら「
北
陸
新

幹
線
と
小
松
空
港
の
共
存
共
栄
に
つ
い
て
」日
本
商
工
会
議
所
へ

要
望
し
た
。

　
又
、
今
回
、
石
川
県
商
工
会
議
所
連
合
会
・
会
頭
が
欠
席
で

あ
っ
た
為
、
石
川
県
連
副
会
頭
の
立
場
で
西
会
頭
が
各
会
議
所

の
要
望
に
対
し
て
所
感
も
述
べ
た
。

　
日
本
商
工
会
議
所
で
は
、
今
回
提
出
さ
れ
た
意
見
要
望
を
踏

ま
え
、
今
後
、
国
へ
の
要
望
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

北陸信越ブロック商工会議所会頭会議

意見要望する西会頭会議の様子

9/279/27商業・まちづくり委員会

木
場
潟
周
辺
の
整
備
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

　
商
業
・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
　
嵐
良
隆
）は
、「
木
場

潟
周
辺
の
整
備
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
」と
題
し
、
ゲ
ス

ト
に
小
松
市
都
市
創
造
部
緑
花
公
園
セ
ン
タ
ー
参
事
の
清
水
浩

氏
を
招
き
、
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
ま
ず
市
に
あ
る
83
の
公
園
と
緑
地
の
安
心
･
安
全
･
快
適
な
公
園
づ

く
り
の
整
備
計
画
及
び
長
寿
化
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
聞
い
た
。
市
で

は
3
0
年
を
超
え
る
公
園
が
多
く
、
適
切
な
維
持
管
理
が
必
要
と
な

る
た
め
、
耐
用
年
数
を
待
つ
の
で
は
な
く
順
次
補
修
を
し
、
予
防
保
全

型
管
理
を
し
て
い
る
他
、
災
害
時
の
避
難
施
設
と
な
る
よ
う
防
犯
対
策

も
行
っ
て
い
る
。
公
園
だ
け
で
な
く
市
全
体
で
行
っ
て
い
る
2
0
2
0

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
フ
ロ
ー
ラ
ル
こ
ま
つ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
説
明
が
あ
っ
た
。

　
木
場
潟
で
は
2
0
2
3
年
度
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
、
景
観
、
レ

ジ
ャ
ー
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
加
え「
文
化
・
里
山
交
流
」と
い
う
新
た
な
テ

ー
マ
を
持
つ
東
園
地
を
整
備
す
る
こ
と
で
、〝
水
郷
と
里
山
の
魅
力
を
活

か
し
た
都
市
公
園
〞を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
さ
ら
な
る
利
用
客
増
を
目

指
し
、
南
加
賀
地
域
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

説明する清水参事委員会の様子

9/59/5

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
地
域
経
済
分
析

　
去
る
９
月
５
日
、
本
所
で
は
日
本
商
工
会
議
所
地
域
振

興
部
副
主
査
の
水
島
健
蔵
氏
を
迎
え
、
小
規
模
企
業
振

興
委
員
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
、
12
名
が
参
加
し
た
。

　
連
絡
会
で
は
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
小
松
市
の
地
域

経
済
分
析
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、
日
本
商
工
会
議
所
が
行
う「
地

域
診
断
サ
ー
ビ
ス
」を
利
用
し
て
、
地
域
の
強
み
・
弱
み
の「
見
え

る
化
」を
す
る
こ
と
に
よ
る
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
商
工
会

議
所
の
取
り
組
み
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

　
小
松
市
の
強
み
は「
第
２
次
産
業
や
水
産
業
な
ど
豊
富
な
地
域

資
源
」「
高
い
労
働
参
加
率
」、
弱
み
は「
人
口
減
少
」「
低
い
消
費

喚
起
力
」と
分
析
結
果
が
で
て
お
り
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

は
、
地
域
を
特
徴
づ
け
る
産
業
を
絡
め
た
観
光
産
業
の
育
成
を

図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
解
説
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
業
界
の
景
況
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

小規模振興委員連絡会

説明する水島氏連絡会の様子

10/910/9

２
０
１
９
年
度
年
度
石
川
県・小
松
市
施
策
に
対
す
る

要
望
事
項
を
審
議

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
　
堀
伸
市
）は
会
議

を
開
催
し
、
２
０
１
９
年
度
年
度
石
川
県
・
小
松
市
施
策

に
対
す
る
要
望
事
項
に
つ
い
て
協
議
・
審
議
し
た

　
堀
委
員
長
の
挨
拶
後
、
早
速
協
議
に
入
り
、
事
務
局
が
各
委

員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望（
６
委
員
会
よ
り
11
項
目
が
提
出
）

を
説
明
し
た
。
出
席
し
た
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
協
議
・
審
議

し
、
要
望
事
項
は
常
議
員
会（
10
月
23
日（
火
）開
催
）に
上
程
さ

れ
た
。

　
終
わ
り
に
、
岡
田
副
会
頭
が
挨
拶
し
、
委
員
会
を
閉
会
し
た
。

総務企画委員会 10/410/4珠算連盟

そ
ろ
ば
ん
を
通
じ
た
学
力
向
上
に
向
け
て

　
小
松
珠
算
連
盟
は
、
小
松
市
教
育
長
を
訪
問
し
、
本
年
度
も
市
内
小
学
校
3
・

4
年
生
を
対
象
に
実
施
す
る「
そ
ろ
ば
ん
講
師
派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」の
積
極

的
な
利
用
を
依
頼
し
た
。

　
同
連
盟
の
近
藤
啓
史
理
事
長
、
北
豊
彰
理
事
が
、
小

松
市
教
育
委
員
会
の
石
黑
和
彦
教
育
長
を
訪
問
し
、
小

学
校
校
長
会
を
通
じ
て
同
事
業
の
周
知
と
、
積
極
的
な

申
し
込
み
を
依
頼
し
た
。
同
事
業
は
平
成
15
年
度
よ
り
、

小
松
珠
算
連
盟
会
員
の
協
力
の
も
と
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
、
昨
年
度
は
、
23
校
の
小
学
校
で
実
施
し
た
。

　
合
わ
せ
て
、
そ
ろ
ば
ん
の
普
及
促
進
と
児
童
の
学
力
向

上
に
向
け
、
同
連
盟
が
無
償
で
小
学
3
年
生
に
配
布
し
て

い
る「
た
の
し
い
そ
ろ
ば
ん
」の
提
供
に
つ
い
て
も
紹
介
し
、

地
域
の
教
育
の
中
で
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
話
し
た
。

堀委員長の挨拶要望事項を審議する委員 石黑和彦教育長への依頼

10/2～410/2～4

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

創
立
50
周
年
記
念
式
典・第
50
回
岩
手
総
会
へ
参
加

　
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
第

50
回
岩
手
総
会
が
、
10
月
3
日（
水
）岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
さ

れ
、全
国
3
0
8
女
性
会
、1
4
5
1
名
が
全
国
よ
り
参
加
し
た
。

当
会
か
ら
は
５
名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
藤
沢
薫
全
商
女
性
連
会
長
が
挨
拶
し
、「
地
域
の
女
性
リ

ー
ダ
ー
役
と
し
て
、
各
地
域
の
女
性
活
躍
を
牽
引
す
る
と
と
も
に
、一人
一

人
が
輝
く
女
性
経
営
者
団
体
と
し
て
、
さ
ら
な
る
活
動
を
展
開
し
て
い
こ

う
」と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　
続
い
て
日
本
商
工
会
議
所
三
村
明
夫
会
頭
は「
成
長
す
る
経
済
の
実
現

に
は
、
民
間
が
主
体
と
な
っ
て
、
働
き
方
改
革
、
生
産
性
向
上
、
多
様
な

人
材
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
経
済
の
好
循
環
を
も
た
ら
し
、
日
本
経
済
再

生
と
地
方
創
生
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
必
要
。
女
性
の
柔
軟
か
つ
、
大
胆

な
発
想
と
実
行
力
が
重
要
な
鍵
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
今
後
も
、

各
地
域
の
活
性
化
を
け
ん
引
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
女
性
会
の
活
躍
に
期

待
を
寄
せ
た
。

　
そ
の
後
、
㈱
モ
ス
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
　
代
表
取
締
役
会
長
の
櫻
田
厚
氏

に
よ
る
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

女性会

藤沢薫全商女性連会長挨拶岩手総会会場の盛岡市民文化ホールにて

9/289/28空港・都市政策委員会

石
川
県
に
お
け
る
人
材
確
保
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
空
港
・
都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
　
今
出
真
稔
）11
名

は
、
去
る
9
月
28
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
い
し
か
わ
就

職
・
定
住
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
金
沢
市
）に
訪
問
、

セ
ン
タ
ー
長
の
清
水
克
弥
氏
か
ら
石
川
県
の
取
組
み
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
石
川
県
で
は
、
県
内
移
住
希
望
者
や
、
県
内
就
職
を
希
望
す

る
方
に
対
し
、
移
住
相
談
か
ら
県
内
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
就

職
ま
で
を
一
体
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
関
、Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
を
設
置
し

て
お
り
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ

ー
内
を
視
察
し
、
委
員
一
同
見
識
理
解
を
深
め
た
。

　
参
加
し
た
委
員
か
ら
は
「
中
小
企
業
の
経
営
資
源
で
あ
る
人

材
確
保
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
見
識
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

企
業
で
は
、
人
手
不
足
の
状
況
は
続
い
て
お
り
、
県
内
外
か
ら

優
秀
な
人
材
が
来
て
欲
し
い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

説明する清水センター長説明を聞く委員一同
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会議所の動き

青年部 10/13・14・2110/13・14・21

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
　
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
に
参
画

　
本
所
青
年
部（
会
長
：
前
口
　
剛
、
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
昨
年
度
よ
り
、
ど
ん
ど
ん
ま
つ

り
の
前
夜
祭
を
飾
る
あ
ん
ど
ん
行
列
と
ど
ん
ど
ん
小
松
輪
踊
り
の
企
画
運
営
に
携
わ

り
、
当
日
参
加
者
１
，０
０
０
人
を
誘
導
し
、
来
場
者
と
行
列
が
通
る
沿
道
の
見
物
客

を
楽
し
ま
せ
て
、
ま
つ
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

　
13
日
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
前
口
会
長
が
参
加
者・来
場
者
に
感
謝
の

こ
と
ば
を
述
べ
た
後
、会
場
全
員
で
ど
ん
ど
ん
小
松
輪
踊
り
を
踊
っ

て
、ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
た
。

　
翌
14
日
に
は
今
年
度
か
ら
小
松
市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
決
定
し
た「
ど
ん
ど
ん
」を
デ
ザ
イ
ン
し
た
漫
画
家
の

窪
田
一
裕
氏
と
、作
成
に
尽
力
し
た
松
山
直
前
会
長
、他
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ

ン
バ
ー
が
ス
テ
ー
ジ
に
登
壇
し
、誕
生
報
告
を
行
っ
た
。

　
他
に
も
抽
選
で
窪
田
氏
の
サ
イ
ン
色
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る「
ど
ん

ど
ん
小
松
検
定
ク
イ
ズ
」や
小
松
の
特
産
品
で
あ
る
ト
マ
ト
を
た
っ
ぷ

り
使
い
、小
松
の
石
材
で
作
っ
た
石
窯
で
焼
い
た「
こ
ま
つ
ピ
ザ
」の
提

供
も
行
っ
た
。

第
17
回
大
会
開
催
！
少
年
少
女
た
ち
の
激
闘
！

　
本
所
青
年
部
は
、
第
43
回
小
松
市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
協

賛
行
事
と
し
て
、
第
17
回
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
子
ど
も
将
棋
大

会
を
小
松
市
公
会
堂
に
て
開
催
し
た
。

　
今
年
は
県
内
外
か
ら
30
名
の
幼
児
〜
小
学
生
が
参
加
し
、
激
し
い

戦
い
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
も
将
棋
を
通
し
て
礼
を
学
ん
だ
。

　
本
大
会
で
は
、
日
本
将
棋
連
盟
小
松
支
部
の
協
力
に
よ
り
、
金
沢

大
学
将
棋
部
の
メ
ン
バ
ー
が
子
ど
も
た
ち
に
指
導
対
局
を
実
施
し
た
。

　
大
会
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

《
入
賞
者
》

◇
５
・
６
年
生
の
部

①
和
田
　
　
健（
金
沢
市
）　
②
藤
田
　
愛
有（
金
沢
市
）

③
森
永
　
崇
義（
七
尾
市
）　
③
本
光
　
　
航（
金
沢
市
）

◇
３
･
４
年
生
の
部

①
橋
爪
　
由
人（
能
美
市
）　
②
和
田
　
隼
人（
金
沢
市
）

③
佐
々
木
賀
生（
金
沢
市
）　
③
中
川
　
真
志（
金
沢
市
）

◇
幼
児
、
１
･
２
年
生
の
部

①
辻
　
　
大
輔（
金
沢
市
）　
②
細
田
　
龍
宏（
白
山
市
）

③
鶴
井
　
奏
斗（
加
賀
市
）　
③
華
山
　
拓
士（
金
沢
市
）

イメージキャラクター「どんどん」誕生報告前口会長挨拶

音楽祭 グルメ横丁

輪踊り
オープニングパフォーマンス

あんどん行列

ストリートステージ

スーパーカー展示

歌舞伎市いちこうゲームコーナー

北國とおり町マーケット

こまつの郷土芸能まつり

お茶会
白熱する決勝戦

こまつ姫御前認証式 10/1410/14

西会頭・坂井専務と2018こまつ姫御前
（右から北出さん、地井さん、新谷さん）

ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
で
の
認
証
式

ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使

ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使

こ
ま
つ
姫
御
前

こ
ま
つ
姫
御
前決

ま
る

 

10
月
13
日（
土
）、14
日（
日
）、43
回

目
を
迎
え
た
小
松
市
ど
ん
ど
ん
ま

つ
り
は
、両
日
と
も
天
候
に
も
恵
ま

れ
、市
民
や
市
内
企
業
の
参
加
、協

力
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
、小
松

駅
周
辺
は
、多
く
の
来
場
客
で
賑
わ

っ
た
。

 
13
日（
土
）夕
方
よ
り
、
時
代
絵
巻

仮
装
行
列
と
16
基
の
大
型
あ
ん
ど
ん
が

小
松
天
満
宮
よ
り
出
発
、
芦
城
公
園

付
近
か
ら
は
、
小
松
工
業
高
校
吹
奏

楽
部
と
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
手
作
り
あ

ん
ど
ん
行
列
が
加
わ
り
、
輪
踊
り
が
行

わ
れ
て
い
る
市
民
公
園
で
行
列一行
が

合
流
、
最
後
は
参
加
者
全
員
に
よ
る
総

踊
り
が
行
わ
れ
、
前
夜
祭
を
飾
っ
た
。

　
14
日（
日
）の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
で

は
、学
生
に
よ
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

演
技
や
こ
ま
つ
姫
御
前
の
認
証
式
、ま

た
、本
年
誕
生
し
た
ま
つ
り
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ど
ん
ど
ん
」の
誕
生
報

告
が
行
わ
れ
た
。会
場
で
は
、特
設
ス
テ

ー
ジ
で
の
各
種
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ス

ー
パ
ー
カ
ー
展
示
、音
楽
祭
、茶
会
、グ

ル
メ
横
丁
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
た
。歌
舞
伎
市
や
今
年
は
じ
め
て

実
施
さ
れ
た
北
國
と
お
り
町
マ
ー
ケ
ッ

ト
、に
ゃ
ん
ぷ
ら
フ
ェ
ス
タ
と
同
時
開
催

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、駅
周
辺
は
終
日
、

多
く
の
家
族
連
れ
が
来
場
し
た
。

10/13・1410/13・14

　
ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使「
こ
ま
つ
姫
御
前
」コ
ン
テ
ス
ト（
主
催
北
國
新
聞

社
、
後
援
小
松
市
、
小
松
商
工
会
議
所
）が
９
月
30
日（
日
）に
行
わ
れ
、一次
書

類
審
査
を
通
過
し
た
15
名
の
中
か
ら
、
こ
ま
つ
姫
御
前
に
北
出
愛
里
沙（
24
）＝
と

り
い
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
地
井
真
夢
妃
さ
ん（
22
）＝
こ
ま
つ
観
光
物
産
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク「
空
カ
フ
ェ
」、
新
谷
歩
未
さ
ん（
19
）＝
Ｊ
Ａ
小
松
市
国
府
支
店
、
の
３
人

が
選
ば
れ
た
。

　
３
人
は
10
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
で
お
披
露
目
さ
れ
、
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
10
月
か
ら
１
年
間
、
小
松
市
の
顔
と
し
て
県
内
外
の
各
種

行
事
に
参
加
し
て
小
松
の
伝
統
文
化
や
産
業
、
自
然
な
ど
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。
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ま
る

 

10
月
13
日（
土
）、14
日（
日
）、43
回

目
を
迎
え
た
小
松
市
ど
ん
ど
ん
ま

つ
り
は
、両
日
と
も
天
候
に
も
恵
ま

れ
、市
民
や
市
内
企
業
の
参
加
、協

力
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
、小
松

駅
周
辺
は
、多
く
の
来
場
客
で
賑
わ

っ
た
。

 
13
日（
土
）夕
方
よ
り
、
時
代
絵
巻

仮
装
行
列
と
16
基
の
大
型
あ
ん
ど
ん
が

小
松
天
満
宮
よ
り
出
発
、
芦
城
公
園

付
近
か
ら
は
、
小
松
工
業
高
校
吹
奏

楽
部
と
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
手
作
り
あ

ん
ど
ん
行
列
が
加
わ
り
、
輪
踊
り
が
行

わ
れ
て
い
る
市
民
公
園
で
行
列一行
が

合
流
、
最
後
は
参
加
者
全
員
に
よ
る
総

踊
り
が
行
わ
れ
、
前
夜
祭
を
飾
っ
た
。

　
14
日（
日
）の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
で

は
、学
生
に
よ
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

演
技
や
こ
ま
つ
姫
御
前
の
認
証
式
、ま

た
、本
年
誕
生
し
た
ま
つ
り
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ど
ん
ど
ん
」の
誕
生
報

告
が
行
わ
れ
た
。会
場
で
は
、特
設
ス
テ

ー
ジ
で
の
各
種
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ス

ー
パ
ー
カ
ー
展
示
、音
楽
祭
、茶
会
、グ

ル
メ
横
丁
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
た
。歌
舞
伎
市
や
今
年
は
じ
め
て

実
施
さ
れ
た
北
國
と
お
り
町
マ
ー
ケ
ッ

ト
、に
ゃ
ん
ぷ
ら
フ
ェ
ス
タ
と
同
時
開
催

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、駅
周
辺
は
終
日
、

多
く
の
家
族
連
れ
が
来
場
し
た
。

10/13・1410/13・14

　
ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使「
こ
ま
つ
姫
御
前
」コ
ン
テ
ス
ト（
主
催
北
國
新
聞

社
、
後
援
小
松
市
、
小
松
商
工
会
議
所
）が
９
月
30
日（
日
）に
行
わ
れ
、一次
書

類
審
査
を
通
過
し
た
15
名
の
中
か
ら
、
こ
ま
つ
姫
御
前
に
北
出
愛
里
沙（
24
）＝
と

り
い
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
地
井
真
夢
妃
さ
ん（
22
）＝
こ
ま
つ
観
光
物
産
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク「
空
カ
フ
ェ
」、
新
谷
歩
未
さ
ん（
19
）＝
Ｊ
Ａ
小
松
市
国
府
支
店
、
の
３
人

が
選
ば
れ
た
。

　
３
人
は
10
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
で
お
披
露
目
さ
れ
、
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
10
月
か
ら
１
年
間
、
小
松
市
の
顔
と
し
て
県
内
外
の
各
種

行
事
に
参
加
し
て
小
松
の
伝
統
文
化
や
産
業
、
自
然
な
ど
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。



　新たなご当地グルメ『小松基地空上げ（からあげ）』の
販売が市内飲食店等で始まりました！
　現在、3店舗が提供開始しており、中出精肉店・カ
フェ＆バールエムラインマーケット・漁師の館（ゆのく
にの森内）で食べることが出来ます！

詳しくは小松基地空上げ
HP（https://komakara.com/）まで。

　また、新たな提供
店舗についても随時
申込受付中です！お問
い合わせ・お申込に
ついても上記HPにて
お願い致します。
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会議所の動き

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か
ら
２
０
０
名
を
超
え
る
大
型
研

修
会
ま
で
様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
会
議
室
を
ご
提
供
し

て
お
り
ま
す
。
会
員
事
業
所
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時（
土
・
日
・
祝 

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

●
休
館
日
　
年
末
年
始（
12
／
29
〜
１
／
３
）

　※

そ
の
他
休
館
と
な
る
日
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
施
設
案
内
　
大
小
会
議
室
、研
修
室
11
室
、駐
車
場
80
台
、冷
暖
房

完
備

●
料
金
・
申
し
込
み
　
事
業
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
駐
車
場
に
つ
い
て（
ご
協
力
の
お
願
い
）　
当
施
設
の
駐
車
台
数
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
、
お
車
を
乗

り
合
わ
せ
て
の
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

小松商工会議所 事業課 会館係 ☎0761-21-3121
ホームページ　小松商工会議所「貸会議室」
http://www.komatcci.or.jp/

問　い
合わせ

小
松
商
工
会
議
所
会
館

＊
貸
会
議
室
の
ご
案
内
＊

3階　大ホール（301～303号室）3階　小会議室（305号室）

華
つ
う
し
ん
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10/18・1910/18・19産業政策委員会

人
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
生
す
る
未
来
に
つ
い
て

　
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
　
勉
）で
は
、
政
府
が
主
導

す
る
最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
関
連
の
技
術
を
披
露
し
、
競
い
、

展
示
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
祭
典「W

orld Robot Sum
m
it

」（
ワ
ー

ル
ド
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
）ほ
か
を
視
察
し
た
。

　
ま
ず
市
ヶ
谷
に
あ
る
防
衛
省
を
見
学
。
第
二
次
大
戦
後
の
極
東
軍
事
裁
判
の

舞
台
と
な
っ
た
市
ヶ
谷
記
念
館
ほ
か
約
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
あ
る
施
設
は
戦
後
官
公

庁
建
設
で
は
最
大
規
模
で
あ
る
。

　
翌
日
、お
台
場
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
に
て
開
催
中
の「W

orld Robot Sum
m
it

」、

２
０
１
８
洗
浄
総
合
展
、Japan Robot W

eek

２
０
１
８
、モ
ノ
づ
く
り
マ
ッ

チ
ン
グJapan

２
０
１
８
、先
端
材
料
技
術
展
２
０
１
８
な
ど
を
見
学
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
競
技
会
と
展
示
会
に
大
別
さ
れ
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
、
家
庭
や
介
護
施
設
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
の
実
用
化
を
見
据
え

た
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
、
災
害
時
の
対
応
や
レ
ス
キ
ュ
ー
に
対
応
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
、

中
高
生
か
ら
大
学
２
年
生
ま
で
の
19
歳
以
下
の
チ
ー
ム
が
生
活
や
学
校
で
活
躍

す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
自
由
に
発
想
す
る
ジ
ュニ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
い
ず
れ
も
社
会
へ
の
実
装
を
強
く
意
識
し
て
お
り
、
実
際
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
手
伝

っ
て
欲
し
い
こ
と
を
前
提
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
発
展
に
加
え

て
、
実
用
化
と
社
会
進
出
が
テ
ー
マ
と
な
り
、
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
生
し
、
協

働
す
る
未
来
を
参
加
者一同
体
感
す
る
貴
重
な
視
察
と
な
っ
た
。

10/2310/23

２
０
１
９
年
度
石
川
県・小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望

　
本
所
で
は
、
正
副
会
頭
・
常
議
員
や
青
年
部
会
長
の
出

席
の
も
と
常
議
員
会
を
開
催
し
、
２
０
１
９
年
度
石
川
県
・

小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
西
会
頭
の
挨
拶
後
、
議
事
進
行
が
行
わ
れ
右
記
議
案（
５
項
目

に
分
類
し
11
の
要
望
）の
他
、
第
69
回
優
良
従
業
員
表
彰
の
件
を

審
議
し
全
て
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　
協
議
報
告
事
項
で
は
、
事
務
局
よ
り
11
月
21
日（
水
）開
催
の

本
所
会
員
大
会
に
お
け
る
表
彰
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
尚
、
２
０
１
９
年
度
石
川
県
・
小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望
事

項
の
５
項
目
は
次
の
通
り
。

１
．
中
小
企
業
対
策
の
推
進

２
．
人
手
不
足
へ
の
対
応

３
．
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促
進

４
．
商
業
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

５
．
観
光
振
興
対
策
の
推
進

常議員会

挨拶する西会頭審議する常議員

小
学
生

環
境（
ゴ
ミ
）問
題
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

ど
ん
ど
ん
歌
舞
伎
市
に
出
店

　
環
境
問
題
へ
の
啓
発
活
動
を
目
的
と
し
て
当
会
が
継
続
し
て
行
っ
て
い
る

小
学
生
環
境（
ゴ
ミ
）問
題
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
市
内
小
学
校

よ
り
40
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
応
募
作
品
よ
り
、
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連

合
会
会
長
賞
・
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
会
長
賞
・
特
別
賞
・
金
賞
の
計
９

作
品
が
選
ば
れ
た
。
入
賞
作
品
・
応
募
作
品
に
つ
い
て
は
、
10
月
13
日
〜
16

日
の
間
こ
ま
つ
曳
山
交
流
会
館
み
よ
っ
さ
に
て
展
示
さ
れ
、
10
月
14
日
に
同

会
場
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
同
日「
ど
ん
ど
ん
歌
舞
伎
市
」に
地
域
社

会
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
て
当
女
性
会
も
参
加
し
た
。

全国商工会議所女性会連合会会長賞
「自ら身を守るために…」串小学校６年 黒宮美咲さん

どんどん歌舞伎市出店 表彰された子供たち「こまつ曳山交流会館みよっさ」での展示

小松商工会議所女性会会長賞
「今なら、まだ間に合う」串小学校６年 中川あびさん

World Robot Summit等を視察

写真提供：中出精肉店

小松基地空上げ販売開始!!
からあげ



　新たなご当地グルメ『小松基地空上げ（からあげ）』の
販売が市内飲食店等で始まりました！
　現在、3店舗が提供開始しており、中出精肉店・カ
フェ＆バールエムラインマーケット・漁師の館（ゆのく
にの森内）で食べることが出来ます！

詳しくは小松基地空上げ
HP（https://komakara.com/）まで。

　また、新たな提供
店舗についても随時
申込受付中です！お問
い合わせ・お申込に
ついても上記HPにて
お願い致します。
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会議所の動き

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か
ら
２
０
０
名
を
超
え
る
大
型
研

修
会
ま
で
様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
会
議
室
を
ご
提
供
し

て
お
り
ま
す
。
会
員
事
業
所
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時（
土
・
日
・
祝 

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

●
休
館
日
　
年
末
年
始（
12
／
29
〜
１
／
３
）

　※

そ
の
他
休
館
と
な
る
日
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
施
設
案
内
　
大
小
会
議
室
、研
修
室
11
室
、駐
車
場
80
台
、冷
暖
房

完
備

●
料
金
・
申
し
込
み
　
事
業
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
駐
車
場
に
つ
い
て（
ご
協
力
の
お
願
い
）　
当
施
設
の
駐
車
台
数
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
、
お
車
を
乗

り
合
わ
せ
て
の
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

小松商工会議所 事業課 会館係 ☎0761-21-3121
ホームページ　小松商工会議所「貸会議室」
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10/18・1910/18・19産業政策委員会

人
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
生
す
る
未
来
に
つ
い
て

　
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
　
勉
）で
は
、
政
府
が
主
導

す
る
最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
関
連
の
技
術
を
披
露
し
、
競
い
、

展
示
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
祭
典「W

orld Robot Sum
m
it

」（
ワ
ー

ル
ド
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
）ほ
か
を
視
察
し
た
。

　
ま
ず
市
ヶ
谷
に
あ
る
防
衛
省
を
見
学
。
第
二
次
大
戦
後
の
極
東
軍
事
裁
判
の

舞
台
と
な
っ
た
市
ヶ
谷
記
念
館
ほ
か
約
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
あ
る
施
設
は
戦
後
官
公

庁
建
設
で
は
最
大
規
模
で
あ
る
。

　
翌
日
、お
台
場
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
に
て
開
催
中
の「W

orld Robot Sum
m
it

」、

２
０
１
８
洗
浄
総
合
展
、Japan Robot W

eek

２
０
１
８
、モ
ノ
づ
く
り
マ
ッ

チ
ン
グJapan

２
０
１
８
、先
端
材
料
技
術
展
２
０
１
８
な
ど
を
見
学
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
競
技
会
と
展
示
会
に
大
別
さ
れ
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
、
家
庭
や
介
護
施
設
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
の
実
用
化
を
見
据
え

た
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
、
災
害
時
の
対
応
や
レ
ス
キ
ュ
ー
に
対
応
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
、

中
高
生
か
ら
大
学
２
年
生
ま
で
の
19
歳
以
下
の
チ
ー
ム
が
生
活
や
学
校
で
活
躍

す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
自
由
に
発
想
す
る
ジ
ュニ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
い
ず
れ
も
社
会
へ
の
実
装
を
強
く
意
識
し
て
お
り
、
実
際
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
手
伝

っ
て
欲
し
い
こ
と
を
前
提
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
発
展
に
加
え

て
、
実
用
化
と
社
会
進
出
が
テ
ー
マ
と
な
り
、
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
生
し
、
協

働
す
る
未
来
を
参
加
者一同
体
感
す
る
貴
重
な
視
察
と
な
っ
た
。

10/2310/23

２
０
１
９
年
度
石
川
県・小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望

　
本
所
で
は
、
正
副
会
頭
・
常
議
員
や
青
年
部
会
長
の
出

席
の
も
と
常
議
員
会
を
開
催
し
、
２
０
１
９
年
度
石
川
県
・

小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
西
会
頭
の
挨
拶
後
、
議
事
進
行
が
行
わ
れ
右
記
議
案（
５
項
目

に
分
類
し
11
の
要
望
）の
他
、
第
69
回
優
良
従
業
員
表
彰
の
件
を

審
議
し
全
て
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　
協
議
報
告
事
項
で
は
、
事
務
局
よ
り
11
月
21
日（
水
）開
催
の

本
所
会
員
大
会
に
お
け
る
表
彰
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
尚
、
２
０
１
９
年
度
石
川
県
・
小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望
事

項
の
５
項
目
は
次
の
通
り
。

１
．
中
小
企
業
対
策
の
推
進

２
．
人
手
不
足
へ
の
対
応

３
．
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促
進

４
．
商
業
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

５
．
観
光
振
興
対
策
の
推
進

常議員会

挨拶する西会頭審議する常議員

小
学
生

環
境（
ゴ
ミ
）問
題
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

ど
ん
ど
ん
歌
舞
伎
市
に
出
店

　
環
境
問
題
へ
の
啓
発
活
動
を
目
的
と
し
て
当
会
が
継
続
し
て
行
っ
て
い
る

小
学
生
環
境（
ゴ
ミ
）問
題
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
市
内
小
学
校

よ
り
40
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
応
募
作
品
よ
り
、
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連

合
会
会
長
賞
・
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
会
長
賞
・
特
別
賞
・
金
賞
の
計
９

作
品
が
選
ば
れ
た
。
入
賞
作
品
・
応
募
作
品
に
つ
い
て
は
、
10
月
13
日
〜
16

日
の
間
こ
ま
つ
曳
山
交
流
会
館
み
よ
っ
さ
に
て
展
示
さ
れ
、
10
月
14
日
に
同

会
場
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
同
日「
ど
ん
ど
ん
歌
舞
伎
市
」に
地
域
社

会
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
て
当
女
性
会
も
参
加
し
た
。

全国商工会議所女性会連合会会長賞
「自ら身を守るために…」串小学校６年 黒宮美咲さん

どんどん歌舞伎市出店 表彰された子供たち「こまつ曳山交流会館みよっさ」での展示

小松商工会議所女性会会長賞
「今なら、まだ間に合う」串小学校６年 中川あびさん

World Robot Summit等を視察

写真提供：中出精肉店

小松基地空上げ販売開始!!
からあげ
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い
つ
ま
で
も
若
く
ス
テ
キ
な
貴
女
の
た
め
に…

。

◆創　　業 平成30年7月
◆所 在 地 小松市若杉町レ3-1
 ティンバードテラス3F
◆ＴＥＬ　080-4254-8585（予約制）
※施術中などお電話に出られない
際は折り返しご連絡いたします。
LINEトークでも予約OKです。

◆営業時間 9：00～CLOSE
◆定 休 日 不定休
◆駐 車 場 あり

代表・エステティシャン
山口　春奈

トータルビューティームーン

　
今
年
７
月
に
エ
ス
テ
と
脱
毛
の
サ
ロ
ン
が

若
杉
町
に
華
々
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
癒

し
と
活
性
の
ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
最
新
の
機
器
と
こ
れ
ま
で

磨
き
上
げ
て
き
た
確
か
な
技
術
は
多
く
の

ユ
ー
ザ
ー
を
魅
了
し
絶
賛
を
得
て
い
る
。

　
品
質
・
純
度
・
安
全
性
に
こ
だ
わ
っ
た

「
プ
ラ
セ
ン
タ
」「
サ
イ
タ
イ
」
に
つ
い
て
は

丁
寧
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
、
お
１

人
お
ひ
と
り
の
ご
希
望
と

体
の
状
態
に
合
わ
せ
た
プ

ラ
ン
を
提
案
し
、
体
の
内

と
外
の
両
面
か
ら
取
り
入

れ
る
こ
と
で
基
礎
代
謝
の

向
上
が
図
ら
れ
、
本
当
の
健
康
と
美

し
さ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
可
能
だ
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
で

も
、
ま
ず
お
客
様
の
体
の
周
期
を
知
り
、

そ
の
周
期
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
よ
り
効

果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
現
。
周
期

が
わ
か
ら
な
い
方
は
ま
ず
初
め
に
周
期

を
作
る
事
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い

う
か
ら
い
か
に
個
々
の
お
客
様
に
合
っ

た
施
術
を
大
切
に
し
て
い
る
か
が
伺
え
る
。

　
ま
た
、背
中
の
脱
毛
、デ
コ
ル
テ
の
ト
リ

ー
ト
メ
ン
ト
や
バ
ス
ト
ア
ッ
プ
等
々
ブ
ラ
イ

ダ
ル
エ
ス
テ
も
大
変
人
気
で
花
嫁
様
に
合

わ
せ
た
一
押
し
の
プ
ラ
ン
で
美
し
さ
に
磨
き

を
か
け
、晴
れ
の
日
を
最
高
に
輝
か
せ
る
た

め
に
心
を
込
め
た
施
術
を
お
約
束
す
る
。

　
当
店
は
北
陸
で
は
数
少
な
い
専
門
の
医

師
と
連
携
し
な
が
ら
「
も
し
も
」
の
時
に

備
え
た
安
心
安
全
サ
ロ
ン
店
の
証
で
あ
る

「
ド
ク
タ
ー
プ
ラ
ス
ワ
ン
サ
ポ
ー
ト
」
の
認

定
店
に
も
な
っ
て
お
り
、
年
齢
を
重
ね
て
も

元
気
で
美
し
く
あ
り
た
い
と
願
う
多
く
の

女
性
の
た
め
に
、
手
軽
に
お
試
し
頂
け
る

ト
ラ
イ
ア
ル
価
格
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

親
切
で
愛
情
の
こ
も
っ
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
心
が
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
ご
新
規
様
で
も
お
気
軽
に
お

試
し
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

305

360
園町

日の出町

●
イオン
モール
新小松

沖町 沖町東

清六町
　　東

若杉南 八幡

吉竹東

糸町
若杉西 八幡北 佐々木I.C

八幡I.C

↑
金
沢

福
井
↓

N

★

ト
ー
タ
ル

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ム
ー
ン

やわた
メディカルセンター
　●

●
こども園
だいいち

8

LINE@ こちらの
QRコードから

アクサ生命保険株式会社
小松営業所  〒923-0801  石川県小松市園町二-1  小松商工会議所ビル1F  TEL 0761-24-4596

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ
（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）
を共済制度／福祉制度でサポートしています。

「『
高
い
』と
言
わ
れ
た
ら

　も
っ
と
高
く
で
き
な
い
か

　考
え
て
み
る
」

　
全
国
各
地
で
商
談
会
や
事
業
相
談
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
価
格
の
付
け
方
が
ズ
レ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。安

過
ぎ
る
と
感
じ
る
も
の
は
ご
く
ま
れ
で
、ほ

と
ん
ど
は
高
過
ぎ
る
場
合
で
す
。

　
ど
う
し
て
そ
ん
な
売
れ
そ
う
も
な
い
価

格
が
付
い
て
い
る
か
を
聞
い
て
み
る
と「
こ

ん
な
に
手
間
が
か
か
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
」

と
か「
こ
ん
な
に
希
少
な
材
料
を
使
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
」と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る「
つ
く
り

手
目
線
」の
理
由
が
多
い
の
で
す
。お
客
さ

ま
が
い
く
ら
な
ら
買
う
か
や
、利
用
し
て
く

れ
る
か
を
き
ち
ん
と
考
え
な
い
と
、売
れ
る

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。驚
く
こ
と
に
事
業
者

さ
ん
と
お
話
し
て
い
る
と
、お
客
さ
ま
が
ど

う
感
じ
る
か
や
市
場
で
も
競
合
商
品
の
状

況
や
価
格
な
ど
に
ま
っ
た
く
関
心
を
払
わ
な

い
人
も
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
う
す
う
す「
高
い
の
で

は
な
い
か
」と
思
っ
て
い
た
り
、商
談
会
で

「
高
過
ぎ
る
」と
言
わ
れ
た
経
験
の
あ
る
事

業
者
さ
ん
で
、ど
う
し
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
に
し

た
い
と
考
え
て
努
力
す
る
気
持
ち
も
あ
る

人
に
対
し
て
は「
も
っ
と
高
く
す
る
こ
と
を

考
え
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
」と
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
高
い
」と

評
価
さ
れ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
は
、

こ
れ
以
上
高
く
な
っ
て
は
売
れ
な
い
だ
ろ
う

と
自
分
で
判
断
し
て
商
品
の
つ
く
り
込
み
が

中
途
半
端
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も

あ
る
か
ら
で
す
。

　
先
日
聞
い
た
ケ
ー
ス
で
す
が
、高
知
県
で

キ
ン
メ
ダ
イ
の
昆
布
締
め
を
つ
く
っ
て
い
る

事
業
者
さ
ん
が
い
ま
す
。地
元
で
取
れ
る
高

級
魚
の
キ
ン
メ
ダ
イ
の
切
り
身
を
ス
ラ
イ
ス

し
た
昆
布
の
根
で
は
さ
み
、保
存
性
を
高
め

た
も
の
で
す
。味
は
と
て
も
良
い
の
で
す
が
、

見
た
目
と
食
べ
応
え
に
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。も
っ
と
身
を
厚
く
し
て
、も
っ
と
昆
布
も

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
、と
こ
と
ん
お
い
し
く

し
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん

原
価
は
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
て
売
り
値
も
ぐ
っ

と
高
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ケ
ー
ス
で
お
客
さ
ま
の
心
理
を
考
え

て
み
る
と
、そ
も
そ
も
高
級
魚
の
キ
ン
メ
ダ

イ
の
昆
布
締
め
が
安
い
食
材
だ
と
思
っ
て
注

文
す
る
人
は
い
ま
せ
ん
。そ
れ
を
頼
む
時
点

で
価
格
が
多
少
高
い
か
ど
う
か
は
問
題
で

は
な
い
の
で
す
。む
し
ろ
本
当
の
食
通
も
う

な
ら
せ
る
よ
う
な
お
い
し
さ
と
見
た
目
の

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
さ
を
追
求
す
べ
き
な
の
で
す
。

伊
豆
や
房
総
、八
丈
島
な
ど
の
島
も
の
の
キ

ン
メ
ダ
イ
に
慣
れ
た
都
市
部
の
お
客
さ
ま
に
、

な
に
が
な
ん
で
も「
う
ま
い
」と
言
わ
せ
な
い

と
こ
の
商
品
は
そ
も
そ
も
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
て
な
い
の
で
す
。と
こ
と
ん
良
い
も
の

が
出
来
上
が
れ
ば
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
や
利
用

シ
ー
ン
を
変
え
て
、も
っ
と
高
く
買
っ
て
く
れ

る
売
り
先
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た

だ
し
、手
抜
き
や
ご
ま
か
し
は
通
用
せ
ず
、

要
求
さ
れ
る
レ
ベ
ル
は
上
が
り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
地
方
発
の
商
品
開
発
は
、の
ち

の
ち
値
引
き
合
戦
に
巻
き
込
ま
れ
る
よ
う

な
あ
り
き
た
り
な
も
の
を
つ
く
っ
て
は
い
け

な
い
と
私
は
考
え
ま
す
。お
客
さ
ま
の
支
持

に
よ
っ
て
持
続
的
に
高
く
買
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
も
の
を
目
指
す
の
が
理
想
だ
と
思

い
ま
す
。そ
の
一
歩
と
し
て
、「
高
い
」と
言

わ
れ
た
ら
、「
も
っ
と
高
く
し
て
商
品
価
値
を

突
き
詰
め
る
」方
向
も
検
討
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

　
　
　
　
　
上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

渡
辺
　和
博
／
わ
た
な
べ・か
ず
ひ
ろ

　
日
経
Ｂ
Ｐ
総
研
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
研
究
所

上
席
研
究
員
。１
９
８
６
年
、筑
波
大
学
大
学
院

理
工
学
修
士
課
程
修
了
。同
年
、日
本
経
済
新
聞

社
入
社
。日
経
パ
ソ
コ
ン
、日
経
ビ
ジ
ネ
ス
、日
経

ト
レ
ン
デ
ィ
な
ど
Ｉ
Ｔ
分
野
、経
営
分
野
、コ
ン

シ
ュ
ー
マ
分
野
の
専
門
誌
編
集
部
を
経
て
現
職
。

全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
な
ど
で
地
域
振
興
や

特
産
品
開
発
の
た
め
の
講
演・コ
ン
サ
ル
を
実
施
。

消
費
者
起
点
の
も
の
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
地
域
発

の
ヒ
ッ
ト
商
品
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。

◀　●　■

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信
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知
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こ
と
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よ
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果
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な
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プ
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を
実
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。
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す
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に
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の
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に
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か
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ま
た
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の
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の
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を
か
け
、晴
れ
の
日
を
最
高
に
輝
か
せ
る
た

め
に
心
を
込
め
た
施
術
を
お
約
束
す
る
。

　
当
店
は
北
陸
で
は
数
少
な
い
専
門
の
医

師
と
連
携
し
な
が
ら
「
も
し
も
」
の
時
に

備
え
た
安
心
安
全
サ
ロ
ン
店
の
証
で
あ
る

「
ド
ク
タ
ー
プ
ラ
ス
ワ
ン
サ
ポ
ー
ト
」
の
認

定
店
に
も
な
っ
て
お
り
、
年
齢
を
重
ね
て
も

元
気
で
美
し
く
あ
り
た
い
と
願
う
多
く
の

女
性
の
た
め
に
、
手
軽
に
お
試
し
頂
け
る

ト
ラ
イ
ア
ル
価
格
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

親
切
で
愛
情
の
こ
も
っ
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
心
が
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
ご
新
規
様
で
も
お
気
軽
に
お

試
し
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

305

360
園町

日の出町

●
イオン
モール
新小松

沖町 沖町東

清六町
　　東

若杉南 八幡

吉竹東

糸町
若杉西 八幡北 佐々木I.C

八幡I.C

↑
金
沢

福
井
↓

N

★

ト
ー
タ
ル

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ム
ー
ン

やわた
メディカルセンター
　●

●
こども園
だいいち

8

LINE@ こちらの
QRコードから

アクサ生命保険株式会社
小松営業所  〒923-0801  石川県小松市園町二-1  小松商工会議所ビル1F  TEL 0761-24-4596

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ
（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）
を共済制度／福祉制度でサポートしています。

「『
高
い
』と
言
わ
れ
た
ら

　も
っ
と
高
く
で
き
な
い
か

　考
え
て
み
る
」

　
全
国
各
地
で
商
談
会
や
事
業
相
談
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
価
格
の
付
け
方
が
ズ
レ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。安

過
ぎ
る
と
感
じ
る
も
の
は
ご
く
ま
れ
で
、ほ

と
ん
ど
は
高
過
ぎ
る
場
合
で
す
。

　
ど
う
し
て
そ
ん
な
売
れ
そ
う
も
な
い
価

格
が
付
い
て
い
る
か
を
聞
い
て
み
る
と「
こ

ん
な
に
手
間
が
か
か
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
」

と
か「
こ
ん
な
に
希
少
な
材
料
を
使
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
」と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る「
つ
く
り

手
目
線
」の
理
由
が
多
い
の
で
す
。お
客
さ

ま
が
い
く
ら
な
ら
買
う
か
や
、利
用
し
て
く

れ
る
か
を
き
ち
ん
と
考
え
な
い
と
、売
れ
る

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。驚
く
こ
と
に
事
業
者

さ
ん
と
お
話
し
て
い
る
と
、お
客
さ
ま
が
ど

う
感
じ
る
か
や
市
場
で
も
競
合
商
品
の
状

況
や
価
格
な
ど
に
ま
っ
た
く
関
心
を
払
わ
な

い
人
も
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
う
す
う
す「
高
い
の
で

は
な
い
か
」と
思
っ
て
い
た
り
、商
談
会
で

「
高
過
ぎ
る
」と
言
わ
れ
た
経
験
の
あ
る
事

業
者
さ
ん
で
、ど
う
し
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
に
し

た
い
と
考
え
て
努
力
す
る
気
持
ち
も
あ
る

人
に
対
し
て
は「
も
っ
と
高
く
す
る
こ
と
を

考
え
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
」と
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
高
い
」と

評
価
さ
れ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
は
、

こ
れ
以
上
高
く
な
っ
て
は
売
れ
な
い
だ
ろ
う

と
自
分
で
判
断
し
て
商
品
の
つ
く
り
込
み
が

中
途
半
端
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も

あ
る
か
ら
で
す
。

　
先
日
聞
い
た
ケ
ー
ス
で
す
が
、高
知
県
で

キ
ン
メ
ダ
イ
の
昆
布
締
め
を
つ
く
っ
て
い
る

事
業
者
さ
ん
が
い
ま
す
。地
元
で
取
れ
る
高

級
魚
の
キ
ン
メ
ダ
イ
の
切
り
身
を
ス
ラ
イ
ス

し
た
昆
布
の
根
で
は
さ
み
、保
存
性
を
高
め

た
も
の
で
す
。味
は
と
て
も
良
い
の
で
す
が
、

見
た
目
と
食
べ
応
え
に
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。も
っ
と
身
を
厚
く
し
て
、も
っ
と
昆
布
も

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
、と
こ
と
ん
お
い
し
く

し
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん

原
価
は
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
て
売
り
値
も
ぐ
っ

と
高
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ケ
ー
ス
で
お
客
さ
ま
の
心
理
を
考
え

て
み
る
と
、そ
も
そ
も
高
級
魚
の
キ
ン
メ
ダ

イ
の
昆
布
締
め
が
安
い
食
材
だ
と
思
っ
て
注

文
す
る
人
は
い
ま
せ
ん
。そ
れ
を
頼
む
時
点

で
価
格
が
多
少
高
い
か
ど
う
か
は
問
題
で

は
な
い
の
で
す
。む
し
ろ
本
当
の
食
通
も
う

な
ら
せ
る
よ
う
な
お
い
し
さ
と
見
た
目
の

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
さ
を
追
求
す
べ
き
な
の
で
す
。

伊
豆
や
房
総
、八
丈
島
な
ど
の
島
も
の
の
キ

ン
メ
ダ
イ
に
慣
れ
た
都
市
部
の
お
客
さ
ま
に
、

な
に
が
な
ん
で
も「
う
ま
い
」と
言
わ
せ
な
い

と
こ
の
商
品
は
そ
も
そ
も
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
て
な
い
の
で
す
。と
こ
と
ん
良
い
も
の

が
出
来
上
が
れ
ば
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
や
利
用

シ
ー
ン
を
変
え
て
、も
っ
と
高
く
買
っ
て
く
れ

る
売
り
先
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た

だ
し
、手
抜
き
や
ご
ま
か
し
は
通
用
せ
ず
、

要
求
さ
れ
る
レ
ベ
ル
は
上
が
り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
地
方
発
の
商
品
開
発
は
、の
ち

の
ち
値
引
き
合
戦
に
巻
き
込
ま
れ
る
よ
う

な
あ
り
き
た
り
な
も
の
を
つ
く
っ
て
は
い
け

な
い
と
私
は
考
え
ま
す
。お
客
さ
ま
の
支
持

に
よ
っ
て
持
続
的
に
高
く
買
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
も
の
を
目
指
す
の
が
理
想
だ
と
思

い
ま
す
。そ
の
一
歩
と
し
て
、「
高
い
」と
言

わ
れ
た
ら
、「
も
っ
と
高
く
し
て
商
品
価
値
を

突
き
詰
め
る
」方
向
も
検
討
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

　
　
　
　
　
上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

渡
辺
　和
博
／
わ
た
な
べ・か
ず
ひ
ろ

　
日
経
Ｂ
Ｐ
総
研
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
研
究
所

上
席
研
究
員
。１
９
８
６
年
、筑
波
大
学
大
学
院

理
工
学
修
士
課
程
修
了
。同
年
、日
本
経
済
新
聞

社
入
社
。日
経
パ
ソ
コ
ン
、日
経
ビ
ジ
ネ
ス
、日
経

ト
レ
ン
デ
ィ
な
ど
Ｉ
Ｔ
分
野
、経
営
分
野
、コ
ン

シ
ュ
ー
マ
分
野
の
専
門
誌
編
集
部
を
経
て
現
職
。

全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
な
ど
で
地
域
振
興
や

特
産
品
開
発
の
た
め
の
講
演・コ
ン
サ
ル
を
実
施
。

消
費
者
起
点
の
も
の
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
地
域
発

の
ヒ
ッ
ト
商
品
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。

◀　●　■

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信
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平成30年度小松商工会議所会員大会

特別講演会特別講演会
『歴史を動かした人物に学ぶ』

時代が教える経営戦略
《演  題》

　日本史から宗教･マスコミ論に至るまで多分野に精通するマルチ作家。TBS
在職中に発表した推理小説『猿丸幻視行』で第26回江戸川乱歩賞受賞。現在、
執筆活動に専念し、歴史ミステリー・評論で独自の境地を拓いている。深い知
識と高い見識に基づき、現代日本の社会問題を興味深い内容で熱く語る。
講師経歴
1954年 名古屋市生まれ
1977年 早稲田大学法学部卒業後、ＴＢＳ（東京放送）入社。社会部・政治部記者として勤務する。
1980年 『猿丸幻視行（さるまるげんしこう）』で第26回江戸川乱歩賞受賞。
 伝説の猿丸太夫と柿本人麻呂の謎に、若き日の折口信夫が挑むという構成が高く評価された。
1985年 ＴＢＳを退社。
以後、作家活動に専念。歴史推理・ノンフィクションに独自の世界を開拓し、『週刊ポスト』にて「逆説
の日本史」を連載。
現在、大正大学表現学部客員教授、種智院大学人文学部客員教授。また、『週刊ポスト』『夕刊フジ』
などの数誌で連載中のほか、テレビ出演や講演など、幅広く活躍している。

と　き／平成30年１１月２1日（水） １４：３０～
ところ／小松商工会議所 ３階大ホール

主催：小松商工会議所
共催：公益社団法人小松法人会、公益財団法人日本電信電話ユーザ協会南加賀地区協会、石川県商工会議所連合会

※駐車場が混雑します。車の場合、乗り合わせてお越しください。

講師　作家　井沢  元彦 氏
い  ざわ  もと  ひこ

入場無料
来場者には粗品を進呈

平成30年度  小松商工会議所会員大会  特別講演会参加申込書

※ご記入いただいた情報は、小松商工会議所からの各種連絡、情報提供のみ使用いたします。

参加者名参加者名

事業所名事業所名

お申込み方法お申込み方法
電話またはＦＡＸにてお申し込み下さい。
ＴＥＬ.0761-21-3121　ＦＡＸ.0761-21-3120

きりとり線


